
「仕掛学」って知ってますか？
～大阪大学経済学研究所の松村真宏教授が提唱する学問～

人は「○○したほうが良い」という望ましい行動を知っていますが、なかなかそれを
実行できません。そこで、ちょっとした仕掛けを施すことで、人が自分の意思で「つい
したくなる」よう興味を引き、行動を促し、結果的に問題を解決するという方法です。
紹介する例は、愛知県警で実際に行っており、結果的に万引きが減少した事例です。

・食品棚への仕掛けカード設置「万引き防止・実験Ⅱ」
店が何か対策をしていると思わせる。

・床面に「防カメピント調整」シートを貼付
防犯カメラ設置に気づかせる。

※「仕掛学」は、万引きをさせない環境づくりの一方策です。
参考としてください。

本年、9月末における長崎県内の刑法犯認知件数については、
3,025件

と昨年同期と比較して、234件増加しています。
また、 の認知件数も万引き

（前年同期比 ）540件 ＋47件
と増加しており、窃盗犯認知件数1,607件のうち、 を占め約33.6％
ています。

●万引きの主な発生場所については、
商業施設289件、ドラッグストア106件、コンビニエンスストア106件など

●万引きの検挙人員のうち、
高齢者（65歳以上）が175人（全体の約49.7％）

万引きが増加しています ！

～万引きをさせない環境づくりを！～
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